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＜パートナーシップ＞
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・「登録状況」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してくだ
さい。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。

環境

社会

経済

環境

社会

経済

環境

社会

経済

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載
してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてくださ
い。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更
新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）
○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

木材の供給側として、地域内の製材所や木工業者と連携し小国杉販売網を確立し、移住定住による林
業担い手の確保を推進するため木魂館との連携を行う。

環境
木材の生産による循環する森づくり

2023年販売量40，000立方
→2026年販売量42，000立方

社会
経済

森林認証材（合法木材）の提供
2023年取扱量5，000立方
→2026年取扱量7，400立方

社会
経済
環境

林業担い手の確保
2023年人員8人
→2026年人員10名

社会
経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名： 小国町森林組合

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

森林の持つ公益的機能を発揮させるために、小国町内の森林整備を行います。また、木材製品を使用
することによる二酸化炭素の固定化にも繋げます。環境意識の高まりを受け消費者へのPRを行うこ
と、企業に対しては二酸化炭素の排出に伴う取引が開始されることでJクレジットの販売を行いま
す。Jクレジット販売によって得られた資金は後継者育成に使うことで循環する森づくりを継続して
いきます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


